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一
九
五
〇
年
最
後
の
夏

昭
和
二
十
五
年
七
月
快
晴
抜

け
る
様
な
青
空
だ
っ
た
、
い
よ
い

よ
藤
井
寺
で
準
決
勝
の
第

一
試

合
が
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
対
戦
校
は

西
野
田
工
業
中
盤
迄

一
対

一
の

タ
イ
ス
コ
ア
ー
し
か
し
ラ
ッ
キ

ー
セ
ブ
ン
に
ス
ク
イ
ズ
で
一
点

を
取
り
八
回
を
終
り
２
対
１
と

ア
ヘ
ッ
ド
し
た
。
い
よ
い
よ
九
回

表
〈
工
連
の
ゲ
ー
ム
の
流
れ
か
ら
、

吉
川

（純
Υ
撃
手
も
好
調
だ
し
我

チ
ー
ム
の
勝
利
を
確
信
じ
ラ
イ

ト
の
守
備
位
置
に
つ
い
た
。
そ
し

て
こ
の
回
を
し
の
げ
ば
明
日
は

吉
川
投
手
に
変
り
自
分
が
決
勝

戦
の
マ
ウ
ン
ド
に
立
て
る
。
甲
子

園
に
王
手
が
掛
け
ら
れ
る
と
。

だ
が
こ
の
想
い
は
わ
ず
か
１０

分
間
位
の
間
に
打
ち
砕
か
れ
た
。

内
野
の
エ
ラ
ー
と
フ
ィ
ル
ダ
ー
ス

チ
ョ
イ
ス
が
重
な
リ
ア
ッ
ト
云

う
間
に
６
点
を
も
ぎ
取
ら
れ
た
。

９
回
裏
必
死
の
攻
撃
も

一
点
に

加

藤

丈

士

（高
３
回
卒
業
）

留
ま
り
７
対
３
で
最
後
の
夏
が

終
っ
た
。

第
二
十
二
回
大
会
は
参
加
校

八
十
九
我
チ
ー
ム
は
米
沢
監
督

の
も
と
下
馬
評
は
良
く
な
か
っ

た
が
全
員
野
球
の
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
た
チ
ー
ム
だ
っ
た
。

初
戦
は
私
学
の
伝
統
校
日
新
商

業
を
８
対
１
の
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー

ム
で
一
蹴
し
泉
尾
、
主
野
、
布
施

工
、
港
と
連
破
し
て
来
た
。

特
に
四
回
戦
の
布
施
工
は
春

の
大
会
ベ
ス
ト
四
で
ダ
ー
ク
ホ

ー
ス
的
な
存
在
だ
っ
た
が
８
対

１
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
寸
前
迄
追
い

込
ん
で
の
圧
倒
的
な
勝
利
だ
っ
た
。

さ
て
私
達
は
敗
戦
の
色
濃
い

昭
和
二
十
年
に
旧
制
茨
木
中
学

に
入
学
同
年
八
月
に
終
戦
混
乱

の
時
代
だ
っ
た
。
六
、
三
、
三
、

の
学
制
改
革
に
よ
り
新
制
高
校

卒
業
迄
六
年
間
の
茨
木
時
代
を

過
し
た
。
〔七
年
間
と
云
う
、
う
ら

発

や
ま
し
い
者
も
居
た
が
〕
食
べ
る

事
に
こ
と
欠
く
時
代
空
腹
を
抱

え
な
が
ら
の
野
球
部
時
代
だ
っ

た
。
当
然
野
球
道
具
も
そ
う
だ
っ

た
。
破
れ
た
ボ
ー
ル
を
授
業
中
に

こ
っ
そ
り
麻
糸
で
縫
い
合
せ
た

り
、
折
れ
た
バ
ッ
ト
も
釘
で
打
ち

つ
け
ト
ス
用
に
使
っ
た
り
、
グ
ラ

ブ
も
配
給
制
だ
っ
た
。
だ
が
米
沢

先
輩
の
指
導
の
も
と
練
習
は
厳

し
か
っ
た
。
暗
く
な
っ
て
か
ら
の

ベ
ー
ス
ラ
ン
ニ
ン
グ
特
に
曇
層
の

一
人
に
な
る
ベ
ー
ス
一
周
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
量駆
走
が
、
し
か
し
こ
の

時
代
好
投
手
士
口川

（恒
）
を
擁
し

た
茨
木
は
昭
和
二
十
二
年
の
決

勝
戦
進
出

（浪
商
に
４
対
０
で
惜

敗
）
そ
の
后
も
近
畿
大
会
出
場
等

甲
子
園
に
あ
と

一
歩
の
時
代
が

続
い
た
。
″カ
ッ
パ
が
陸
に
あ
が
っ

た
″
と
云
わ
れ
た
も
の
だ
。

た
か
が
野
球
さ
れ
ど
野
球
と

云
う
が
、
こ
れ
ほ
ど
我
々
を
引
き

つ
け
た
の
は
何
だ
っ
た
の
か
と

自
問
自
答
す
る
こ
と
が
あ
る
。
今

で
も
高
校
野
球
の
入
場
行
進
や

表
彰
式
を
見
る
た
び
に
熱
い
も

の
が
こ
み
上
げ
て
来
る
。
未
だ
高

校
野
球
の
血
が
流
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

大
阪
戦
後
野
球

懇
親
会
の
集
い

終
戦
直
後
の
昭
和
二
十

一
年
夏

第
２
次
大
戦
で
中
断
さ
れ
て
い

た
第
二
十
八
回
全
国
中
学
校
野

球
が
再
会
さ
れ
た
。
茨
木
中
も
善

戦
健
闘
大
会
で
初
め
て
三
回
戦

迄
進
出
し
た
。
大
阪
大
会
は
浪
商

が
優
勝
更
に
全
国
大
会
も
制
し

た
。
こ
の
時
代
の
球
児
が
中
心
に

な
り
四
十
四
年
ぶ
り
に
平
成
二

年
十

一
月
九
日
あ
の
藤
井
寺
球

場
に
約
六
十
名
が
集
ま
り
軟
式

だ
っ
た
が
自
青
の
二
組
に
別
れ

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。
マ
ス
コ
ミ

か
ら
の
取
材
も
多
く
テ
レ
ビ
放

映
も
さ
れ
た
。
茨
木
Ｏ
Ｂ
か
ら
、

米
沢
、
祖
尺

田
畑
、
藤
へ

中

西
、
星
員

小
司
、
私
が
参
加
、

そ
れ
ぞ
れ
昼
も
夜
も
健
斗
し
た
。

私
も
一
イ
ニ
ン
グ
だ
け
だ
っ
た

が
念
願
の
プ
レ
ー
ト
に
登
板
す

る
事
が
出
来
た
。

ち
な
み
に
茨
木
野
球
部
は
第

八
回
大
会
大
正
十
一
年
に
参
加
、

当
時
の
大
阪
大
会
は
参
加
校
わ

ず
か
十
七
校
だ
っ
た
。

平
成
三
年
は
戦
后
復
活
全
国

大
会
決
勝
記
念
と
し
て
、
当
時
決

勝
を
斗
っ
た
浪
商
対
京
都
三
中

戦
の
再
現
を
メ
イ
ン
に
大
阪
京

都
の
Ｏ
Ｂ
戦
が
七
月
十

一
日
西

宮
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
か
れ
た
。

浪
商
ゴ
士
虐
盪
昼
塾

一中

（現

鳥
塑
邑
０

田
丸
面
撃
手
の
対
決

が
再
現

新
調
の
な
つ
か
し
い
ユ

ニ
ホ
ー
ム
に
イ
タ
ロ
′んだ
Ｏ
Ｂ
諸

氏
の
勇
姿
を
と
く
と
御
覧
下
さ

い
。
一剛
列
左
か
ら
藤
本

公局
四
）

」翌
戸

全畳
一一）
小
生

（同
）
米
沢

（中
四
十
九
）
後
列
田
畑

曾
雪
）

中
西
ヽ
吉
川

（弥
）
全局
四
）
の
各

氏
で
す
。

今
年
は
六
月
二
十
三
日
京
都

西
京
極
球
場
に
於
い
て
再
度
大

阪
京
都
の
Ｏ
Ｂ
戦
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

、最
后
に
い
よ
い
よ
夏
の
大
阪

府
予
選
が
近
づ
き
ま
し
た
。
現
役

諸
君
の
健
斗
を
心
か
ら
祈
る
も

の
で
す
。
ぜ
ひ
す
ば
ら
し
い
夏
の

思
い
出
を
作
っ
て
下
さ
い
。

野
球
部
長
か
ら大
田
捷
昭

緑
し
た
ゝ
る
好
季
節
と
な
り

ま
し
た
が
、
皆
様
方
に
は
、
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
現
役
の
生
徒
は
、
新
入
生

の
加
入
も
あ
っ
て
、
総
勢
四
二
名

と
充
実
し
た
部
員
を
揃
え
、
毎

日
、
練
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
か
ら
、
茨
高
野

球
部
に
と
っ
て
大
変
な
事
が
起

こ
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
基
局

百
周
年
を
迎
え
、
」繋
〓口の
収
染
工

事
が
始
ま
る
こ
と
に
な
り
、
遺
跡

発
掘
調
査
も
含
め
、
〈フ年
六
月
か

ら
平
成
七
年
度
ま
で
、
グ
ラ
ン
ド

の
使
用
が
で
き
な
く
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

幸
い
今
年
の
卒
業
生
の
御
父
兄

の
坂
根
さ
ん
が
グ
ラ
ン
ド
確
保

に
奔
走
し
て
下
さ
っ
て
、
松
下
茨

木
工
場
グ
ラ
ン
ド

（土
、
日
）、
東

芝
グ
ラ
ン
ド
（平
日
五
時
迄
）、
関

西
電
力
水
無
瀬
グ
ラ
ン
ド

（月
火

水
六
時
迄
）
と
、
一
応
グ
ラ
ン
ド

の
確
保
は
で
き
た
も
の
ゝ
、
フ
リ

ー
バ
ッ
テ
イ
ン
グ
が
で
き
な
い

（水
無
瀬
Ｇ
は
時
間
的
に
）
状
況

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
茨
木
市
営

Ｇ

（有
料
）
は
、
申
込
ん
で
も
毎

日
確
保
で
き
る
と
い
う
保
証
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
選
手
の
打

撃
練
習
の
保
証
を
し
て
や
り
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
鳥
か
ご

（バ

ッ
テ
イ
グ
ゲ
ー
ジ
）
を
作
っ
て
や

り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

こ
れ
も
金
の
か
ゝ
る
こ
と
で
、
一二

社
に
見
積
り
を
出
し
て
も
ら
い

ま
し
た
が
百
三
十
か
ら
百
五
十

万
円
か
ゝ
る
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、
Ｏ
Ｂ
会

の
方
々
の
絶
大
な
る
資
金
援
助

が
な
け
れ
ば
不
可
能
な
こ
と
で

あ
り
ま
す
。　
　
幸
い
昨
年
度
か

ら
発
足
し
ま
し
た
保
護
者
の
会

が
、
臨
時
総
会
を
開
き
、
一特
別
会

費
を
徴
収
す
る
協
議
を
し
て
下

さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
人

数
も
少
な
く
、
ジ
プ
シ
ー
練
習
を

す
る
生
徒
に
と
っ
て
、
例
年
に
な

く
出
費
が
重
な
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
あ
ま
り
期
待
は
持
て
ま
せ

ん
。
日
頃
か
ら
Ｏ
Ｂ
会
の
ご
厚
意

に
甘
え
て
い
る
上
に
、
こ
の
様
な

我
が
儘
を
云
う
の
は
偲
び
な
い

の
で
す
が
、
何
卒
、
事
情
ご
賢
察

の
う
え
ご
一局
配
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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